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（２） 「所見」は、外部評価委員会の意見を総括して記載したものです。
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【安全・安心なまち】に係る所見に関する検討結果

基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

1
　特認校制度について、表現を工夫し、効率的に周知を
行うなど、適切に制度が利用できるようにしてほしい。

教育管理課

　特認校制度については、現在、リーフレットの配付のほ
か、保護者連絡ツールを利用するなど、対象となる児童・
生徒のご家庭に向け周知しています。
　表現の方法や効率的な周知については、現在の取組を
継続するとともに、精査し、検討していきます。

②
　市内循環バスの利用者が少ない中で、維持していくこ
とは大変だと思うが、今後も維持していけるような方策
を検討する必要がある。

まちづくり推進課

　令和６年度における朝霞市の市内循環バスの１年間の輸
送人員は374,299人、収支率は42.2パーセントとなって
います。
　運転手不足を背景に全国各地において路線バスの廃
止・減便が相次ぐなど、公共交通を取り巻く状況は厳しさ
を増していますが、今年度完成する第２次地域公共交通
計画に基づき、交通ネットワークの維持確保に向けた様々
な施策を実施していきます。

①

　ホームページアンケートにおいて、「避難所に入れず自
宅避難の場合、食料がいただけるのかとても不安」、と
いう意見が出ている。避難所に取りに来れば備蓄食料
が配布されるのか明確にした方がよいのではないか。

危機管理室

　在宅避難の方への食料については、避難所避難者と同
様、拠点避難所での提供を計画しています。
　一方で、食料の備蓄数量には限りがあるため、避難所避
難者含め、御自身で最低３日分、推奨で１週間分の御用意
をお願いしています。
　このことを併せて周知・啓発できるよう、今後も効果的な
周知・啓発方法を調査研究していきます。

②

　避難行動要支援者への対応は、個人情報保護法によ
り、その存在自体を知らせてはいけないという縛りがあ
るため、どこの自治体でも共通の課題である。そのよう
な法的な縛りがある中で、朝霞市として、誰もができる
ような方策を検討し、対応してもらいたい。

危機管理室

　避難行動要支援者への円滑な支援を目指し、避難支援
等関係者（自治会・町内会、民生委員児童委員、地域包括
支援センター、消防団など）に防災訓練等で日頃から情報
が活用されることに同意した方を、「避難行動要支援者台
帳」に記載し、各関係者に情報提供を行っています。
　今後も、関係機関と連携を図りながら、制度の周知を図
るとともに、新たな方策についても調査研究していきます。

③

　朝霞市がベッドタウン化していることで人口が増加し、
宅地化が進んでいるが、照明がない場所が見受けられ
る。道路照明灯を年１０箇所程度増やしているとのこと
だが、もう少し増やすことはできないのか。予算の制約
がある中でも、優先順位を見極めながら、安全・安心な
まちづくりを推進してもらいたい。

道路整備課

　道路照明灯については、令和３年度から道路照明灯ＥＳ
ＣＯ事業による包括委託契約を業者と締結しています。御
要望いただいた場所については、職員が現地を確認し、周
辺状況等を踏まえ優先順位をつけ、道路照明灯の設置の
検討を行っています。
　今後については、予算の制約はありますが、業者と協議
を行い積極的に道路照明灯を設置していきたいと考えて
います。

④

　防犯パトロールカーを午後２時から午後１０時まで運
行しているとのことだが、犯罪が起きやすい深夜の時間
帯の運行についても検討する必要があるのではない
か。

危機管理室

　現在の防犯パトロールカーの運行時間については、下校
時間帯から夕方、夜間にかけての子どもの見守りや、地域
の犯罪抑止効果を主な目的として設定しています。
　深夜帯の運行については、警察と連携し、より効果的な
防犯体制を調査研究していきます。

5

　国民生活センターや埼玉県消費生活支援センターが
土日や祝日をカバーしているとのことだが、市としても
休日や夜間の相談窓口の開設を検討する必要がある
のではないか。

地域づくり支援課

　国民生活センターや埼玉県消費生活支援センター、全国
消費生活相談員協会などで開設されている土日や祝日の
相談窓口は、平日のみ開設する市区町村の消費生活セン
ターを補完していると認識していますが、市として休日や
夜間の相談窓口を開設することについては、他自治体の
動向を注視していきたいと考えています。

⑥

　居場所提供型の放課後子ども教室を六小と八小にお
いて今年度から開始しているが、他の学区の方から見
れば不公平感は出てくると思う。今後、全学区に広げて
いくよう検討してもらいたい。
また、成人・高齢者向けの学習体制についても検討を進
めてもらいたい。

生涯学習・
スポーツ課

　放課後子ども教室については、現在、第六小学校と第八
小学校の２校で運営していますが、利用児童数が少ない
状況が続いているため、利用方法の見直しを行い検証を
行っているところです。今後は、先行実施している小学校
の利用状況や費用負担等を踏まえて放課後児童クラブと
放課後子ども教室の一体型運営について検討をしていき
ます。
　生涯学習事業については、どなたでも参加いただけるよ
う、様々な講座を開催しています。引き続き、市民ニーズ
の把握に努め、ICT等の活用により参加しやすい教室、講
座の充実を図っていきます。

7

上下水道の維持管理には非常に高度な知識と実行力が
求められ、行政の素晴らしさを感じているが、残念なこ
とに、地域 で暮らしている方々に対するＰＲ広報がほと
んどない。もっと ＰＲ してもよいのではないか。

水道施設課

下水道施設課

　上下水道事業では工事の際、工事場所の近隣住民に、
工事チラシの配布と説明などを行っています。
　なお、業務改善の一環として、より広く丁寧な広報活動を
行うため、令和８年１月７日からSNSで、工事等の情報を
含めた事業に関する情報の発信を開始しました。
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基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

⑧
　女性に対する事業ばかりではなく、男性に対する支援
の検討も進んでおり嬉しく思う。今後も、平等という言
葉を安易に使うことがないように推進してもらいたい。

人権庶務課

　男性に対する支援については、担当部署へ日々寄せら
れる相談などから、その必要性を認識していますので、引
き続きニーズや社会情勢などに応じた取組を行っていきま
す。また、男女平等の推進に当たっては、令和８年度から
新たに「第３次朝霞市男女平等推進行動計画」を開始しま
すので、総合的かつ計画的に施策を展開していきます。

⑨

　ＬＧＢＴＱ等の当事者の方が、カミングアウトしている
方ばかりではなくて、言いたくない方や、自分でも気づ
いていないという方もいらっしゃると思う。
そういう方への対応も検討してもらいたい。

人権庶務課

　性の多様性に関する理解促進については、広報やホーム
ページへの記事の掲載、「あさか女（ひと）と男（ひと）セミ
ナー」での講演などにより施策を進めています。カミングア
ウトに関わる行為として、アウティング（本人の同意なく性
的指向や性自認を暴露する行為）がありますが、人権侵害
となる行為であり命に関わる行為となることがあるため、
防止に向けて特に注意を払い取り組んでいます。一人ひと
りが互いを尊重し合い、誰もが自分らしく生活できるよう、
引き続き様々な機会を捉えて啓発に取り組んでいきます。
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【子育てがしやすいまち】に係る所見に関する検討結果

基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

①

　待機児童だった子たちが成長して小学生になり、放課
後児童クラブが不足するというのは明らかに予測できた
事態だと思う。枠を拡大することや別の受け皿を考えて
もよいのではないか。

保育課

　待機児童対策としては、民間放課後児童クラブの定員拡
充と公設放課後児童クラブの定員の弾力的運用を検討す
るとともに、放課後子ども教室など、全ての児童に対しての
放課後の居場所づくりについて、引き続き、関係部署と連
携して取り組んでいきます。

②

　乳幼児のかかりつけ医を持っていない２割の方々の中
で、緊急時にどう対応しようか考えていない方がいるこ
とが問題になると思う。アンケートを取っているのであれ
ば、そういった方のその後の聞き取りがあってもよいの
ではないか。

健康づくり課

　かかりつけ医に関するアンケートは、生後４か月児を対
象にした健康診査の際に、その保護者に対して実施してい
ますが、この時点では、約２割の方がかかりつけ医を持っ
ていないことも考えられます。このため、緊急（救急）時の
対応方法や上手なお医者さんのかかり方、また、いざとい
うときの連絡先が記載されている「こどもの救急ミニガイド
ブック」（埼玉県発行）の活用について、今後も周知してい
きます。

1

　プログラム提供型の放課後子ども教室は、体を動かし
たり工作をしたり 、バラエティ豊かでとても楽しそうな印
象を受けた。児童の反応もよい とのことなので、引き続
き、児童や保護者のニーズを取り入れながら地域の人
材を有効に活用してもらいたい。

生涯学習・
スポーツ課

　プログラム提供型の放課後子ども教室は、地域人材や団
体の方々に御協力いただき実施しています。今後につい
ても、引き続き、地域の人材や団体、企業等と連携し、実
施していきます。

2
　プログラム提供型の放課後子ども教室は、学区によっ
ては 参加したくてもできない子がいると思うので、地域
差のないような形でできないか検討する必要がある。

生涯学習・
スポーツ課

　子どもたちが様々なプログラムを体験できるよう、学区を
考慮し、同じ会場で２年連続で実施しないよう努めていま
す。
　今後についても、頂いた御意見を踏まえ、多くの子どもた
ちが参加いただけるよう努めていきます。

③
　子育て環境の課題を把握するため、若い世代が転出
する理由を把握しておくことは市としても役に立つと思
うので、検討していただきたい。

こども未来課

　本市を転出される方に対し「その理由」を伺った事例とし
ては、政策企画課が、第６次朝霞市総合計画策定のため
の基礎資料とするために実施した「転入・転出意識調査」
があります。今後、子育て施策を検討する際には、その調
査結果も参考とします。

④
　子育てに関する行政手続きの電子化が進んでいない
印象を受けたので、特に子育て分野のオンライン化を早
期に進める必要があるのではないか。

デジタル推進課

　本市では、朝霞市行政情報デジタル化推進方針の重点
取組事項の一つとして「行政手続のオンライン化」を掲げ、
国が「特に国民の利便性向上に資する手続」 としている子
育て関係（１５手続）と介護関係（１１手続）の２６手続につい
て、オンライン化に取り組んでいます。子育て関係では既
に６手続のオンライン化が完了していますが、子育て関係
手続のオンライン化は、市民の利便性に大きく寄与するも
のと考えますので、早期に実現できるよう引き続きオンライ
ン化の支援に取り組んでいきます。また、国が指定する手
続だけでなく利用の多い手続やオンライン化への制約が
少ない手続も優先してオンライン化に取り組んでいきま
す。

⑤

　困難を抱える子育て家庭が、自分で言い出せないよう
な環境にある場合は、周りの方が気にしていると思う。
そういった方たちの声が拾えるような取組ができれば解
決に繋がるのではないか。

こども未来課

　子育て家庭が抱えている困難も一つではなく、ひとり親、
疾病、障害、経済的困窮などの要因が複合している場合
があります。また、アンケート調査から、困難を抱える子育
て家庭では、相談先を知らないことや支援を求める声をあ
げにくい状況が見受けられることがわかってきています。
このことから、市では地域共生社会の実現に向けた包括
的な支援体制の整備を行うため重層的支援体制整備事
業の実施により、属性を問わず個人と地域、社会とのつな
がりが回復するような体制の整備を目指しています。
　今後も、保育所、学校などの各機関、こども食堂やフード
パントリーなどを行っている団体・企業や地域住民といっ
た様々な方と連携し、困難を抱える子育て家庭が支援に
つながれるよう取り組んでいきます。

6
　成人式に新成人の方たちが成人式記念誌編集委員と
して関わっているのであれば、ＳＮＳ等の活用について
も議論 ができるよう投げかけても よいのではないか。

生涯学習・
スポーツ課

　記念誌編集員については、記念誌の作成と式典当日の
進行、記念となる事業等について御意見・御協力をいただ
いています。
　今後は、SNS等のより有効な活用について、頂きました
御意見を踏まえ、検討していきます。

⑦

　質の高い部活動を考えると、指導者の質がある程度
求められると思う。地域の人材だけではなく、学校の先
生も含め、生徒からのフィードバックをもらうことや、指
導者のスキルアップのための研修を行うなど、フォロー
アップできるような体制を検討する必要があるのではな
いか。

教育指導課

　質の高い部活動の実現には、指導者の一定の専門性や
指導力が求められていると考えています。現在、今後の部
活動の在り方については、「朝霞市部活動の在り方検討会
議」において地域展開を見据えた検討を進めており、その
中で指導者の質と量の確保は重要な課題の1つとなってい
ます。このため、地域人材に限らず、学校教職員も含めた
指導者を対象に、研修の充実などスキルアップを図る仕組
み作りも検討しています。また、現行の地域人材活用につ
いては、不適切と判断した場合には、年度の途中であって
も解任できる仕組みとしていますが、生徒からの声や意見
をどのように反映していくかについては、今後の検討課題
として引き続き整理していきます。
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基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

⑧

　学校給食について最近、特に感じられることは、とにか
く量が少ない。成長盛りの子供たちに食に困らせるよう
なことはあってはならず、栄養的にも量的にも満足させ
た状態を作ってあげたいので、充実に向けた活動を進
めていただきたい。

学校給食課

　近年の物価高騰により、令和６年１０月から令和７年６月
までの間、月に数回、副菜を一品減らす対応を行ったこと
等により、給食の質と量が十分でない時期が存在しまし
た。令和７年１０月に給食費の改定を行い、給食の質と量に
ついて改善を図りましたが、今後、更に物価高騰が続く場
合等には、可及的速やかに給食費の改定を行い、児童生
徒の給食の質及び量に不足が生じないよう対応していき
ます。

⑨
　学校応援団は、子どもや保護者だけではなく、多世代
交流というまた別の意味も出てくると思うので、ぜひ続
けていただきたい。

教育指導課

　学校応援団は、学校と地域・保護者をつなぐ重要な取組
であると認識しています。今後もその趣旨や成果を学校と
共有しながら、多世代との交流も視野に入れて、継続・充
実に努めていきます。

⑩

　今は個人でスマホやパソコンで調べられる状況なの
で、司書や学芸員に求められるのは高い専門性だと思
う。日々の業務があり、人数も限られているのはわかる
がスペシャリストの養成に取り組んでいただきたい。

図書館

文化財課

　司書資格を有する専門職の適正配置を継続するととも
に、経験年数などによる専門性の差も出やすい業務となる
ため、職場内研修の充実や外部研修への積極的な参加等
により、スキルアップに努めていきます。
　学芸員の配置・育成についても、関係各所との連携を進
めていきたいと考えています。

11

　本を図書館で借りる際に、自分が聞きたい情報をどの
職員に聞けばよいか迷うことがある。例えば、ホーム
ページに職員の名前と専門としていること が記載して
いれば、事前に調べることができ、利便性の向上に繋が
るのではないか。

図書館

　児童書や一般書など、分野ごとに担当者を決めて蔵書管
理等を行っていますが、シフト勤務の関係で勤務日や時間
が一定ではないことから、特定の職員へのお問い合わせ
は難しい状況となっています。
　そのため、お探しの本の配架場所など簡単なことであれ
ば、お近くの職員に、少し複雑になるようであれば、レファ
レンスカウンターの職員に、お気軽にお問い合わせくださ
い。
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【つながりのある元気なまち】に係る所見に関する検討結果

基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

1

　関心のあることについてアンケートを実施し、世代ごと
にまとめて児童館に掲示するなど、直接的な交流以外の
方法でも多世代との距離を縮めていく仕掛けを検討し
ていただきたい。

長寿はつらつ課

　多世代交流は、イベント等で直接顔を合わせる機会に限
らず、日常の中で互いの関心や価値観を知り、親しみを持
てるきっかけづくりが重要であると認識しています。今後
は、頂いた御意見を参考とし、児童館等の関係施設や担
当部署と連携しながら、直接的な交流以外の手法も含め
た取組について検討していきます。

②

　現在、児童館で行われている取組は、高齢者が若い
世代に教える構図が多いと感じるので、多世代が一緒
に楽しんだり、若い世代から高齢者に教えたりするイベ
ントがあってもよいのではないか。

長寿はつらつ課

　世代間交流ができる取組として、令和７年度は老人福祉
センター利用者と児童館利用者を交えたハロウィンやクリ
スマス会でのダンス発表やプレゼント交換、ビンゴ大会や
昔遊びを実施しました。今後も老人福祉センターと協議し
ながら、様々なイベントを企画、開催していきます。

③

　学校教育の中の学びだけではなく、社会で生きていく
ための力を取得することが必要とされていると思う。そ
うした力を学べる取組を様々な観点から検討していた
だきたい。

教育指導課

　学校教育における教科学習に加え、社会の中で主体的
に生きていくための力を育成することは、今後ますます重
要になると認識しています。このため、生活科や総合的な
学習の時間を核とした「探究的な学び」を、市を挙げて推
進していくこととしており、令和７年12月に探究的な学び
推進リーダーを各校から任命し、準備を開始しました。学
校内に閉じた学びにとどまらず、地域や社会とつながりな
がら、学びが学校外にも広がっていくよう取組を始めた段
階です。
　探究的な学びを通して、子供たちが社会で生きていくた
めに必要な力を身に付けられるよう、内容や方法等につい
て、引き続き検討・充実を図っていきます。

④

　住民が利用するシステムの改修は、操作する現場の方
の意見や利用者の意見が重要なので、改修を実施する
際は、そういった方々の意見も聞きながら進める必要が
ある。

デジタル推進課
　今後のシステムの更新の際には、選定の段階で意見を参
考にしながら利便性と現場のニーズに応じたシステムの構
築を目指していきます。

⑤

　市内循環バスは、ＴＭＧあさか医療センターに行くた
めに利用する人が多いと思うので、全体的に満遍なく運
行するよりも、診療時間に合わせて重点的な運行時間
を設けてもよいのではないか。

まちづくり推進課

　市内循環バスは、市内の公共交通機関の不便な地域の
解消、公共公益施設の利用促進、通勤・通学の便の確保
を目的に４路線を運行し、そのうち２路線がTMＧあさか医
療センターに乗り入れています。
　TMＧあさか医療センターの診療時間に合わせた重点的
な運行を設けた場合、病院へのアクセスは向上する一方、
別の地域では運行間隔が長くなることにより運行本数が
減少する恐れがあるほか、病院の無料のシャトルバスが１
日合計で７５本運行していることから、現状においては検
討していません。

①

　生活保護について、複数の病院を受診することで過剰
な薬を処方されるなど、医療費を不正受給している話を
聞いたことがある。本市だけの問題ではないと思うが、
市の歳出としても小さくない割合を占めるので、生活保
護費の適正な執行に努めてもらいたい。

生活援護課

　月の中で一定以上の日数を通院したり、同じ病状に対し
て複数の病院に通院する方については、頻回受診者として
ケースワーカーが状況確認の上必要な指導を行っていま
す。また、嘱託医審査やレセプト点検により専門的観点か
らもチェックを行っています。今後も受給者の皆様には適
切に医療等の受診を行っていただけるよう周知に努めま
す。

②

　地域の賑わいのためには商店街の活性化が不可欠で
ある。今後の商店街の活性化の参考とするため、補助
金を使って新規出店した店舗にその後の状況等をヒア
リングしてはどうか。

産業振興課
　空き店舗リフォーム資金補助金の利用者に対しての追跡
調査について、実施を検討します。
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【自然・環境に恵まれたまち】に係る所見に関する検討結果

基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

1
　Co２排出量の削減のためには、周知啓発活動だけで

は限界があると思う。ペナルティを課す、もしくはインセ
ンティブを与えるなどの働きかけも必要ではないか。

環境推進課

　Co2削減には、市民、事業者、行政が一体となって取り組

む必要があり、今年度中にカーボン・ニュートラル宣言を
行い、更なる周知啓発を図っていきたいと考えています。
また、Co2排出量削減にかかるインセンティブについては、

国において補助や税制優遇の強化の動きがありますが、
市においては、創エネ・省エネ設備設置費補助事業を継続
して実施していきたいと考えています。

2
　あさか冬のあかりテラスは、市民に浸透しつつあると
感じる。イベントの魅力はあるので、点灯式の日以外も
キッチンカーを常設するなど検討してはどうか。

みどり公園課

　キッチンカーの常設については、衛生管理や交通安全の
課題が懸念されるため、慎重な議論が必要となります。今
後も点灯式の日の賑わいを支えられるよう努めていきま
す。

③

　あさか冬のあかりテラスの一環として、ぽぽたんのフォ
トコンテストが開催されていたが、景品の説明などが見
つけられなかった。せっかく開催するのであれば、もう
少し分かりやすくした方が、イベントが盛り上がると思
う。

みどり公園課

　フォトコンテストについては、インスタグラムに投稿された
作品の中から優秀賞・入選作品を決定していますが、投稿
者への景品等は設けていません。開催の周知については、
市ホームページ・都市建設部のインスタグラム等で告知し
ています。今後も、より広く周知できるよう努めていきま
す。

④

　農業の振興は、本市だけではなく、日本全体の課題だ
と思う。特に、地方でも農業の担い手が減少し、今後ま
すます都市部の農業の発展が重要になっていくので、
力を入れて取り組んでいただきたい。

産業振興課

　都市農業の特性を生かし、農産物直売への支援や、地場
野菜振興事業費補助金をはじめとした各種補助金の交付
を行っているほか、農業祭・農業体験・市民農園事業を実
施することで、市民に農業・地場野菜に対する理解を深め
てもらう取組を行っています。
　今後も各種事業に取り組み、都市農業の推進を図って
いきます。

①

　市民スポーツ大会に参加したことがあるが、自治会・
町内会のためのスポーツ大会という印象が強い。多くの
市民が参加できるようなスポーツ大会に変えてもらいた
い。

生涯学習・
スポーツ課

　多くの方に参加いただけるよう、当日参加できる種目が
あることや、賞品の当たるくじの配布やクイズを実施すると
ともに、見て楽しんでいただけるよう、朝霞市に活動拠点
のある実業団の選手によるエキシビジョンなどを実施して
います。今後もSNSや市のHP等を活用し、事業周知に努
めていきます。

②

　民間のスポーツジムやフィットネスクラブには、スポー
ツに興味がある方が集まると思う。そういったところに市
民スポーツ大会やロードレース大会の周知を依頼して
もよいのではないか。

生涯学習・
スポーツ課

　頂いた御意見を参考に、より多くの市民に事業に参加い
ただけるよう、周知に努めていきます。

③
　基地跡地のような朝霞市にしかない資源を大事にす
るとともに、今後の利活用について検討してもらいた
い。

政策企画課

　基地跡地については、「基地跡地利用計画」や「基地跡
地公園・シンボルロード整備基本計画」に基づき整備を進
めることとしていますが、用地取得や整備には多額の費用
を要するため、市の財政状況や他の事業とのバランスを踏
まえ検討を進めていきます。また、土壌汚染対策や埋設物
への対応、国有地の処分条件の緩和等について、引き続
き、国と協議を行っていきます。

④
博物館で開かれる講座は無料のものが多いが、施設の
運営のことを考えると、材料費ぐらいは徴収してもよい
のではないか。

文化財課 　今後においては、材料費等の徴収等を考えていきます。

⑤

　彩夏祭のポロシャツは、時期が近くなると市役所職員
や関係者が着ている印象が強く、一般の方が着ている
ところをあまり見ないので、若年層の方に喜ばれるよう
な観点でグッズの検討をしてもらいたい。

地域づくり支援課

　朝霞市民まつり「彩夏祭」でのグッズ制作については、主
催である朝霞市コミュニティ協議会（朝霞市民まつり実行
委員会）が決定するものとなっています。
　当課も事務局として携わっていますので、頂いた御意見
を市民まつり実行委員会に伝えます。

⑥

　黒目川花まつりやアートマルシェなど、四季のイベント
が多くあるが、中学生から大学生までの年代の参加者
が少ない印象がある。来場者としてもそうだが、運営側
としても若年層が参加できるような働きかけをしてはど
うか。

産業振興課

　冬のイベントの１つである産業フェアでは、高校生が主体
となったワークショップを行っているほか、今後、主催の朝
霞市商工会においてSNSを活用した周知にも取り組みた
いと伺っています。
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【基本構想を推進するために】に係る所見に関する検討結果

基本
概念

重視
すべき
事項

№ 外部評価委員会からの所見 所管課 次年度以降施策に反映させる内容又は今後の方向性等

①
　趣味の延長に生涯学習があると思うので、好きなこ
と、やりたいことを続けていける場を充実させてほしい。

生涯学習・
スポーツ課

　「いくつになっても学び続けられる、生涯学習の仕組みを
より強化」する取組として、子どもからお年寄りまでニーズ
に応じた学びの場を設けるとともに、ＩＣＴを活用した情報
発信や、インターネットやデジタルデバイス等を用いた講座
など、だれでも・どこでも参加できる生涯学習の取組を進
めていきます。
　また、大規模改修の際には、利用者の御意見を伺いなが
ら、使い勝手の良い学習環境を提供できるよう、社会教育
施設の改修を計画的に進めていきます。

②

　「市民活動支援ステーション・シニア活動センター」が
シニアに特化した場のように感じられ、名称に違和感が
ある。幅広い年齢層の利用に繋げるためにも、市民とシ
ニアを分ける必要はないのではないか。

地域づくり支援課

　市民活動支援ステーションは、市民活動の高まりからそ
れらに対応するために平成１９年４月に設置したものです。
その後、団塊の世代を中心としたシニア世代がこれまで
培った知識や経験、能力を地域活動に生かす環境を整備
する目的から、平成２２年に市民活動支援ステーションに
シニア活動センターを併設する形で設置しました。
　今後も、市民活動とシニア世代、それぞれの活動を支援
していきます。

③

　広聴事業で市政モニター等を行っているが、回答した
だけで終わってはいけないと思う。関係を円滑にし、意
見を言いやすくなるという好循環に繋げるため、その後
のフォローが必要ではないか。

市政情報課

　市政モニターで頂いた意見や要望は、後日、取りまとめ
て市役所内で情報を共有しています。また、取りまとめ結
果は、市ホームページで公表しています。
　今後は、頂いた意見や要望の活用事例について、ホーム
ページ等での公表について検討していきます。

④

　朝霞市の魅力を発信するために、ＹｏｕＴｕｂｅ 等の Ｓ
ＮＳ を活用しているが、ただ発信しているだけでなく、
登録者数等の数値目標を設定して取り組む必要がある
のではないか。

シティ・
プロモーション課

　Xについては登録者数等の数値目標を立て、事業を進
めています。その他、各種SNSについても数値の変動の
推移を意識しながら、シティ・プロモーションの視点を取り
入れ、各ＳＮＳの特徴を生かした情報発信に取り組んでい
ます。

⑤
　市のホームページは見づらいことが多い。携帯で見る
ことを想定したホームページづくりが必要ではないか。

シティ・
プロモーション課

　朝霞市ホームページは、スマートフォンで閲覧する際に
は、スマートフォンに対応した表示となるようにしていま
す。また、アクセシビリティに配慮してホームページの作成
を行っています。今後も、引き続きさまざまな人にとって分
かりやすいホームページとなるよう努めていきます。

①
　市役所内のトイレが狭くて暗いので、とても利用しづら
い。洗面所として利用する方もいるので、誰もが利用し
やすいように改善してもらいたい。

財産管理課

　令和８、９年度に予定している、庁舎の長寿命化改修工
事に先立ち、現在、実施設計に取り組んでいます。
　工事対象にはトイレの改修も含まれており、便器の洋式
化やレイアウトの変更、また、職員の利用方法についても
見直すなど、誰もが利用しやすいトイレとなるように努めま
す。

2
　図書館や公民館をはじめ、公共施設の照明が暗く感
じる。省エネの必要性はわかるが、もう少し利用しやす
いように改善してもらいたい。

財産管理課
　照明の運用については、施設毎に適切な運用に努めて
います。施設所管課と情報を共有し、検討・改善に努めま
す。

③

　市の会議の資料は紙媒体が多く、大量の紙を使用し
ている。紙やインク、送料、発送作業ということを考える
と、早期に電子化・オンライン化を進める必要があるの
ではないか。

デジタル推進課

　行政運営の効率化と環境負荷軽減等を目的として、会
議資料の電子化・オンライン化の推進に取り組んでいます
が、紙資料を主に使用している会議も依然として多いこと
も認識しています。
　電子化・オンライン化を進める上では、必要な環境が整
備されていない参加者への対応やセキュリティー確保の観
点、オンライン化を行うための環境整備などの課題もある
ため、今後はこれらの課題の解消を図りながら会議資料の
電子化・オンライン化を一層推進していきます。

④
　機能的な組織づくりと人材育成を行う上で、職員が何
を求めているかアンケートを実施してもよいのではない
か。

職員課

　令和７年１１月に、「働き方に関する職員意識調査」とし
て、全職員を対象にアンケート調査を実施しました。アン
ケートの主たる目的は、朝霞市特定事業主行動計画の次
期計画の策定の参考にするためでしたが、それ以外の質
問項目も設けることで、職員が求めている取組の実態を
把握することができました。今後、アンケートの結果を分析
し、職員の更なる働き方改革の推進に役立てていきたいと
考えています。
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